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  【雑誌月間】 

クラブフォーラム ＜卓話者＞＝①広報・雑誌委員会 枝廣可奈子理事 

②戦略計画委員会 福田信二委員長 

今月は、「雑誌月間」ですので、これらに関する事を若干お話させて頂きます。 

まず、雑誌（Magazine）とは、一般的には逐次発行される印刷された出版物

であり、定期刊行物である出版物の一種である。娯楽雑誌のみならず、学術研

究誌や官公庁誌等含めた広い範囲を示す言葉で、印刷物として図書と区別され

ます。 

 

では、ロータリーで「雑誌」と言えば「ロータリーの友」と言うことになり

ます。ロータリーの雑誌は、現在 31 の地域で RI の公式雑誌「THE 

ROTARIANN」と 30の地域雑誌の合計で約 120万部発行されております。 

最初に 1911年アメリカで創刊され 1915年イギリス、1924年ブラジル・イタ

リアが続き、日本は韓国と同じ 1953年（昭和 28年）となります。一番新しい

所では、2004年創刊のポーランドとウクライナです。 

 

① 発行部数は、アメリカが 50 万部でダントツ。インドが 97,630 部、日本が

95,600部と続きます。一番少ないのがブルガリアの 2,450部です。 

 

② ページ数では、ドイツが 124Pと多く、100P以上は台湾とエジプトで、日本

は概ね 84Pです。少ない所はベネズエラの 24Pです。 

 

 

③ 発行状況では、毎月発行しているのは、日本、アメリカなど 10 ケ国、隔月

発行はイギリス、タイなど 13 ケ国。その他は、年 7 回と 8 回がそれぞれ 1

ケ国。10回以上が 2ケ国。11回が 4ケ国となっております。 

 

④ 使用する言語は、ブラジルを除き南米の地区は、スペイン語となっています。

英語地域も多いようですが、デンマークは約 6万 6千冊の発行にスウェーデ

ン語のほかに北欧 4ケ国語を使用しています。スイスも、ドイツ語・フラン

ス語・イタリア語を使用いたします。この様に複数の使用語で発行している

地区は 6ケ国にも上ります。我々は日本語しか使用しておりませんが、また、

使用しても多国語で解かりませんが、外国では、大陸文化の影響でたくさん

の言語が使用されています。 



 

そこで、日本の「ロータリーの友」はと言いますと 

日本では、1952年 4月、第 60地区の大会が開催された折、同年 7月よりの新

年度（1952-53 年度）から、日本の地区は東日本と西日本の 2 地区に分割され

る事になっていましたので、幾つかの問題が話し合われましたが、日本の 2 地

区で共通の雑誌を発行するとの決定がされ、同年 8月 16日岐阜県での会合にお

いて①1953年（昭和 28年）1月から創刊する事、②価格は 50円とするが、広

告を取って 100 円分の内容のある雑誌とする事。そして、③名前を「ロータリ

ーの友」とする事などが決定されました。 

創刊号の富士山の表紙は、その後「ロータリーの友」にも、何回か写真を掲載

されご存じの方も多いと思います。実はこの表紙、1月から 6月まで、絵柄は全

く同じものでした。北斎の「飢風快晴（きふうかいせい）」という題の作品です。

因みに 8月～9月号は広重の「舞子の濱」という作品で、表紙の写真や絵が毎月

変わるようになったのは、創刊翌年の 4 月からです。当時カラー技術が進んで

いなかった為でしょうか！…とあります。 

 

また、最初は、横書きでスタートした「ロータリーの友」ですが、その後、俳

壇、歌壇など、横組みでは具合の悪い欄があり、これらを縦書きで入れること

になりました。ページを開いていくと、横書きの中に、突然縦書きのページが

出てきて読みにくいと言う読者の声を受けて 1972年（昭和 47年）1月号から、

左に開けると横書き、右に開くと現在の様な雑誌の形に成りました。この時の

表紙は、陣羽織で、横書きは前から見たところ、縦書きは後ろから見たところ、

と言うように、両面表紙の特徴を生かした面白いものになっています。 

なお、講は、各クラブで 100%ですが、読はいかがでしょうか！この「雑誌月間」

を再認識して頂き、今後も、読まれざるベストセラーでは無く、読まれるベス

トセラーへと変身させてもらいたいと思います。 

我々ロータリアンにとって購読は、ロータリアンの義務の一つとなっておりま

す。「ロータリーの友」が無ければ、世界のロータリーの情報も、RIの方針、或

いは日本各地のロータリー活動を知ることもできません。また、新入会員にと

っては教材となり、ベテラン会員には、ロータリアンとしての位置づけを再確

認させてくれます。 

 

 

…ので、「ロータリーの友」を今一度、手元に引き寄せ、ご一読下さいます様お

勧め致します。 

 



それでは、本日の夜間例会も仲間と共に、素晴らしいロータリーライフをお楽

しみ下さい。そして、5月ゴールデンウィークの新川市まつりには、ご家族お誘

い合わせの上、お越し下さいます様お願いし、会長の時間とさせて頂きます。 


